
ま
っ
た
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

渡
部 

経
済
的
な
支
援
だ
け
で
な
い
点
も
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
Y
I
S
C（
Y
o
u
n
g 

I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
o
r  

S
u
p
p
o
r
t  

C
e
n
t
e
r
:若
手
研
究
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

で
本
学
の
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
か
し
た
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
が
増
え
て
い
ま
す
し
、
卓
越
大
学

院
生
同
士
が
交
流
で
き
る
利
点
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
本
学
の
大
学
院
生
全
体

の
底
上
げ
が
期
待
で
き
ま
す
。
今
後
は
こ
の
制

度
に
よ
っ
て
海
外
と
の
交
流
が
活
発
に
な
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

岡
本 

今
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、「
創
生
医
学
」「
希
少
疾
患
・
難
病
」「
口
腔

科
学
」と
い
う
3
つ
の
重
点
研
究
領
域
の
設
置

も
あ
り
ま
す
ね
。
私
は「
創
生
医
学
」
の
領
域

で
の
参
加
で
す
が
、
重
点
研
究
領
域
の
設
置
に

よ
っ
て
、
大
学
の
目
指
す
方
向
性
が
明
確
に

古
川 

本
学
で
は
、
以
前
か
ら
国
の
支
援
の
も

と「
T
M
D
U
卓
越
大
学
院
生
制
度（
Ⅰ
）

（
Ⅱ
）」
と
し
て
優
秀
な
大
学
院
博
士
課
程
学

生
を
対
象
に
T
M
D
U
卓
越
大
学
院
生
を
選

抜
し
、支
援
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

医
師
免
許
を
持
っ
て
い
る
研
究
者
の
応
募
が

少
な
か
っ
た
た
め
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
取

り
入
れ
た
の
が
、
本
学
独
自
の
ク
リ
ニ
シ
ャ

ン
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト（
以
降
C
S
）
養
成

支
援
制
度
で
す
。
大
学
卒
業
後
に
研
修
医
な

ど
で
臨
床
を
経
験
す
る
こ
と
で
学
生
時
代
に

持
っ
て
い
た
基
礎
研
究
へ
の
熱
意
が
薄
れ
た

り
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
大
学
院
に
戻
る
こ

と
を
諦
め
た
り
す
る
学
生
を
支
援
し
、
臨
床

の
視
点
に
立
っ
て
基
礎
研
究
を
行
う
研
究
者

を
増
や
す
こ
と
が
目
的
で
す
。
こ
れ
ら
の
制

度
に
つ
い
て
、
先
生
方
は
い
か
が
お
考
え
で

す
か
？

森
尾　

今
年
度
は
、
臨
床
系
の
人
の
応
募
が
少

多
様
な
立
場
の
研
究
者
を
支
え
る

本
学
独
自
の
若
手
研
究
者
支
援
制
度

３
つ
の
重
点
研
究
領
域
展
開
で
進
む

若
手
研
究
者
育
成
と
異
分
野
融
合

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
後
、
採
用
さ
れ
た
人

の
実
績
に
よ
っ
て
、
制
度
が
浸
透
し
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

新
た
な
要
望
が
出
れ
ば
さ
ら
に
付
加
し
て
い

く
形
を
と
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

岡
本 

基
礎
研
究
を
志
す
学
生
に
と
っ
て
、
大

変
有
用
な
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
研
究
室

か
ら
選
ば
れ
た
桐
野
桜
さ
ん
は
、
採
択
学
生
の

一
人
と
し
て
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
く
れ
て
い

ま
す
が
、
非
常
に
研
究
意
欲
の
高
い
学
生
で

す
。
大
学
卒
業
後
に
研
修
医
と
し
て
臨
床
研
究

を
経
て
、
大
学
院
に
戻
り
基
礎
研
究
に
打
ち
込

む
と
い
う
、
C
S
養
成
支
援
制
度
に
理
想
的

な
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
桐
野

さ
ん
の
場
合
は
現
在
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
研

究
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
支
援
制
度
が
あ
る

こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
生
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
合
わ
せ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
実
現
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

古
川 

C
S
7
名
の
選
考
に
あ
た
り
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
桐
野
さ
ん
を
は

じ
め
想
定
以
上
の
レ
ベ
ル
の
大
学
院
生
が
集

な
っ
た
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

古
川 

重
点
研
究
領
域
導
入
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

主
に
２
点
、
若
手
の
育
成
と
異
分
野
と
の
融
合

で
す
。
世
界
で
ト
ッ
プ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載
さ

れ
た
１
万
７
0
0
0
論
文
の
多
く
は
異
分
野

が
融
合
し
た
研
究
成
果
で
あ
る
な
ど
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
異
分
野
融
合
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
重
点
研
究
領
域
の
研
究
者

の
選
定
に
あ
た
り
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
公
募
研

究
者
に
は
若
手
を
優
先
し
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の

指
定
研
究
者
に
は
異
分
野
の
人
を
入
れ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

森
尾 

合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
活
況
で
し
た
。
本
学
は
も
と
も
と

「
難
病
」に
強
く
、
難
治
疾
患
研
究
所
が
あ
り
、

病
院
に
は
稀
少
疾
患
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
な

ど
も
備
え
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
系

人
材
の
参
加
な
ど
、
横
軸
に
展
開
し
や
す
い
領

域
で
す
の
で
、
領
域
内
、
領
域
間
で
の
連
携
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

渡
部 

私
が
参
加
す
る「
口
腔
科
学
」は
、歯
学
、

医
学
の
ほ
か
工
学
と
も
親
和
性
が
高
く
、
重
点

特
集

02
　

理事・副学長（研究・改革担当）

古
ふるかわ

川  哲
てつし

史
指定国立大学法人構想の担当理事
として全体をまとめる

副理事（目標・評価担当）

渡
わたべ

部  徹
てつろう

郎
人材の育成・獲得および国際協働の
推進を主に担当

消化器病態学分野 教授／
創生医学コンソーシアム
　消化器創生ユニット ユニット長

岡
おかもと

本  隆
りゅういち

一
産官学民の連携強化を主に担当

執行役・副学長（情報・国際交流担当）

森
もりお

尾  友
ともひろ

宏
研究力強化および国際協働の推進を
主に担当

東京医科歯科大学は「世代を超えて地球・人類の『トータル・ヘルスケア』
を実現する」という目標を掲げ、2022年度から指定国立大学法人として大
きく動きだしました。本学が目指している「研究力強化」「人材育成・獲得」
「国際協働の推進」「社会との連携」「財政基盤強化」「ガバナンス強化」に向
けて取り組んでいる、若手研究者支援制度、重点研究領域の設置、若手研究
者の育成スキームの構築、海外とのネットワークの拡充、産官学連携の推
進について、古川哲史理事ら4名に、座談会形式で語っていただきました。

指定国立大学法人としての
取り組みはこちらをチェック!
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渡
部 

E
E
C
D
は
本
学
で
学
ん
だ
留
学
生

が
、
帰
国
後
に
再
度
高
い
技
術
を
学
ぶ
た
め
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
的
な
教
育
レ
ベ
ル

を
高
め
る
と
同
時
に
、
本
学
の
評
判
を
広
げ
て

い
く
こ
と
も
一
つ
の
目
的
で
す
。
今
後
は
歯
学

だ
け
で
な
く
医
学
の
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
グ

ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
世
界
を
リ
ー

ド
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

渡
部  

T
I
P（
T
M
D
U  

I
n
n
o
v
a
t
i
o
n  

P
a
r
k
）は
、
本
学
を
中
心
と
し
た
ア
カ
デ
ミ

ア
と
、
多
様
な
業
種
の
企
業
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

や
行
政
と
の
産
官
学
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
目

指
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
が
本
学
の
設
備
を
使
っ
て
研
究
を
進
め

る
な
ど
、
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
と
し
て
も
機
能
し
て

い
ま
す
。

森
尾 

こ
れ
ま
で
の
産
学
連
携
で
は
、
一
つ
の

研
究
室
と
企
業
と
の
お
付
き
合
い
が
主
体
で

し
た
。
T
I
P
の
よ
う
な
開
か
れ
た
場
で
企

業
や
行
政
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
で
、
多
く
の

可
能
性
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

古
川 

今
の
学
生
や
大
学
院
生
は
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
今
、
世
界
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

G
A
F
A
な
ど
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
で
す
。

日
本
は
こ
の
30
年
ほ
ど
、
世
界
に
通
用
す
る
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
は
生
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ア
ト
ラ
ッ
ク
教
員
の
採
用
、
そ
し
て
、
Y
I
S
C

の
設
置
で
す
。

以
前
か
ら
、
学
部
生
に
は
研
究
実
践
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
４
つ
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
大
学
院
生

に
つ
い
て
は
前
述
の
卓
越
大
学
院
制
度
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
段
階
と
し
て
科
研
費
が

と
れ
る
前
の
研
究
の
初
心
者
を
対
象
に
、
重
点

研
究
領
域
の
公
募
が
あ
り
ま
す
。
次
に
あ
る
程

度
力
の
つ
い
た
研
究
者
を
支
援
す
る
の
が
、
次

世
代
研
究
者
育
成
ユ
ニ
ッ
ト
の
採
用
で
す
。
さ

ら
に
、
P
I
に
な
る
ま
で
を
つ
な
ぐ
の
が
※テ

ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度
に
な
り
ま
す
。
今
年
度

は
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度
後
に
独
立
し
た

教
授
職
を
与
え
る
と
い
う
道
筋
を
明
確
に
し

た
と
こ
ろ
、
多
く
の
応
募
が
あ
り
、
40
倍
強
の

倍
率
の
中
、
塩
飽
裕
紀
先
生
と
楠
山
譲
二
先
生

の
2
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

森
尾 

非
常
に
優
秀
な
研
究
者
が
応
募
し
て
く

れ
て
い
る
の
で
、
今
後
T
M
D
U
テ
ニ
ュ
ア

ト
ラ
ッ
ク
と
い
う
の
が
、
一
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
に

な
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岡
本 

Y
I
S
C
と
い
う
具
体
的
な
組
織
が
で

き
た
こ
と
で
、
学
生
が
独
立
し
た
研
究
者
に
な

る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
大
学
の
育
成
経
験
の

蓄
積
を
、
引
き
継
ぐ
仕
組
み
が
で
き
た
こ
と
は

大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
ね
。

渡
部 

今
後
は
、
本
学
で
卓
越
大
学
院
生
と
し

て
活
躍
し
た
後
に
独
立
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得

す
る
過
程
に
お
い
て
、
一
度
海
外
に
留
学
し
て

広
い
視
野
を
身
に
つ
け
る
機
会
が
若
手
研
究

者
育
成
の
取
り
組
み
に
加
わ
っ
て
も
良
い
と

CS 養成支援制度で採用いただき、自身の大
学院生活が職業のような扱いに変わりまし
た。安心のできる収入を得ることが可能とな
り、より本格的な研究活動に集中することが
できるようになったと実感しております。今後
は、研究者として備えるべき技術や知識基盤
を獲得し、研究と臨床を橋渡しできる存在に
成長していきたいと考えております。また、“ 口
腔から全身を診る”という口腔制御による先
制医療の確立に貢献する研究活動を行って
いきたいです。

臨床教室の大学院生は多忙です。研究者とし
て、医師として、家族の一員としてさまざまな
立場で重要な役割を担っています。有限の時
間の中で、研究に充てる時間をより長く確保
したいと考え CS 養成支援制度に応募しまし
た。支援により研究時間を確保することがで
きます。支援を励みに研究力を高め、これま
での臨床経験も生かして人類・社会への貢献
というゴールを見据えた CS を目指していき
たいと考えています。

STUDENTS' voice

About Clinician Scientist（CS）

クリニシャン・サイエンティストとは

研
究
領
域
と
な
っ
た
こ
と
で
、
異
分
野
融
合
が

進
み
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
研
究
に
も
着
手

し
て
い
ま
す
。

古
川 

重
点
研
究
領
域
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
も

あ
り
ま
し
た
が
、
本
学
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

進
む
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
若
手
研

究
者
の
育
成
で
す
。
学
部
生
か
ら
大
学
院

生
、
ポ
ス
ド
ク
、
P
I（
P
r
i
n
c
i
p
a
l 

I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
o
r
：
研
究
主
宰
者
）

へ
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み

が
、
次
世
代
研
究
者
育
成
ユ
ニ
ッ
ト
や
テ
ニ
ュ

思
い
ま
す
。

森
尾 

本
学
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ロ
ー
制

度
と
短
中
期
海
外
滞
在
助
成
金
制
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ロ
ー
制
度
は

世
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究
者
の
方
に

本
学
の
教
育
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
く
取
り
組

み
で
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

の
ヨ
セ
フ
・
ペ
ニ
ン
ジ
ャ
ー
教
授
に
ご
担
当

い
た
だ
き
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
部
生
へ

の
講
義
の
ほ
か
、
大
学
院
生
へ
の
指
導
を
行
っ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
短
中
期
海
外
滞
在

助
成
金
制
度
は
、
ポ
ス
ド
ク
か
ら
の
帰
国
後

な
ど
海
外
で
追
加
の
研
究
を
行
い
た
い
場
合

な
ど
に
、
渡
航
費
や
滞
在
費
を
支
援
す
る
制

度
で
す
。

一
方
、
海
外
に
向
け
て
の
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
な

ど
の
発
信
を
行
う
の
が
国
際
医
歯
学
教
育
セ

ン
タ
ー
で
す
。
国
際
的
な
技
術
水
準
向
上
を

目
的
と
し
、
ア
ジ
ア
圏
を
基
軸
と
し
た
海
外

展
開
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
大
学

院
留
学
生
向
け
の
実
習
科
目
で
あ
る
E
E
C
D

（
E
s
s
e
n
t
i
a
l  

E
x
p
e
r
t
i
s
e  

f
o
r  

C
l
i
n
i
c
a
l  

D
e
n
t
i
s
t
r
y
）

は
2
0
1
5
年
度
か
ら
歯
学
部
で
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
今
後
は
デ
ジ
タ
ル
教
材
と
し
て
も
展

開
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
部
生
か
ら
研
究
者
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歯周病学分野大学院 1 年　今井 千尋さん

消化器病態学分野大学院 1 年　桐野 桜さん

TMDU 卓越大学院生
挑 戦 的・融 合 的 な 研 究 に 専 念 で き る 研 究 環 境 と
多様なキャリアパス形成に向けた支援を提供

TMDU 卓越大学院生制度（ Ⅰ ）
　1 学年６名（3 学年 18 名 ）、支給期間：3 ヵ年
　研究専念支援金：月 16 万円、年間 192 万円
　研究費：50 万円

TMDU 卓越大学院生制度（ Ⅱ ）
　1 学年 30 名（4 学年 120 名 ）、支給期間：4 ヵ年
　研究専念支援金：月 16 万円、年間 192 万円
　研究費：50 万円

優秀な学生を選出
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クリニシャン・サイエンティスト
「 職業としての大学院 」をコンセプトとし上記に
加えて以下を支援

CS 養成支援制度
　1学年8名（4学年32名）  
　支給期間：4ヵ年
　● CS養成支援金：年間250万円
　● 授業料免除：年間53万円

詳しくは
こちら

※テニュアトラック制度とは…准教授相当または講師相当として本学で研究を行い、審査に合格することで教授職として活躍が可能となる制度。

13 TOK YO MEDICAL AND DENTAL UNIVERSIT Y Bloom! 医科歯科大 NO. 32 12


	Bloom!医科歯科大no.32見開き 6
	Bloom!医科歯科大no.32見開き 7

